



















③平成22 (2010)年11月30日(火) 12:40- : 13:30　神田校舎1号館法学研究所












































平成22 (2010)年10月12日(火) 18:00-20: 10　神田校舎1号館13A会議
テーマ1 :東西ドイツ統一の経験｢南北朝鮮統一のための教訓｣
報告者:ベルント･マルテイン(アルベルト･ルートヴィヒ大学フライブルク名
誉教授)
テーマ2 :東西ドイツ統一の法的諸問題
報告者:広渡　清書
司会者:白藤　博行
(3)法学ワークショップの開催
①平成22 (2010)年5月22日(土) 14:00-17:00　神田校舎7号館　764教室
テーマ:選択的夫婦別姓について
報告者:木幡　文徳
司会者:古川　純
備考:NPO現代の理論･社会フォーラムとの共催
②平成22 (2010)年5月29日(土) 14:30-17:00　神田校舎1号館13A会議室
テーマ:沖縄密約と自民党政権
報告者:豊田　祐基子(共同通信記者)
司会者:平田　芳年(｢NPO現代の･理論･社会フォーラム｣運営委員)
コメンテーター:古川　純
備考: NPO現代の理論･社会フォーラムとの共催
(彰平成22 (2010)年7月27日(火) 15:00-17:00　神田校舎1号館13A会議室
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テーマ:人格権保護の基礎理論一民法における｢人間の尊厳｣の保障一
報告者:石井　智弥(茨城大学人文部社会科学科准教授)
司会者:須加　憲子
(4)政治学ワークショップの開催
①平成22 (2010)年6月26日(土) 14:00-17:00　神田校舎1号館13A会議室
テーマ:日本の安全保障法制
報告者:丸茂　雄一(専修大学法学部非常勤講師)
司会者:藤本　一美
備考:臨床政治研究会との共催
(参平成22 (2010)年9月25日(土) 18:00-20:00　神田校舎1号館13A会議室
テーマ:菅政権の課題と展望
報告者:久保庭　総一郎(読売新聞政治部)
司会者:藤本　一美
備考:臨床政治研究会との共催
(彰平成22 (2010)年11月20日(土) 14:00-17:00　神田校舎1号館13A会議室
テーマ:リンドン･B･ジョンソン大統領と"偉大な社会計画"
報告者:末次　俊之(専修大学法学科任期制助手)
司会者:藤本　一美
備考:臨床政治研究会との共催
(彰平成22 (2010)年12月4日(土) 14:00-17:00　神田校舎7号館784会議室
テーマ:民主党政権下の日米関係
報告者:浅野　一弘(札幌大学教授)
司会者:藤本　一美
備考:臨床政治研究会との共催
(5)合宿研究会の開催
平成23 (2011)年2月24日(木)～25日(金)箱根ホテル小涌園
テーマ1 :チョムスキーについて
報告者:長谷川　宏
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テーマ2 :研究生活を鑑みて　初期の断想
報告者:渡辺　章
備考:今村法律研究室との共催
(6)退職教員を囲む会の開催
①平成22 (2010)年12月7日(火) 15:00-17:30　神田校舎1号館8A会議室
テーマ:研究生活を回顧して-人との杵に支えられて-
報告者:梅本　吉彦
司会者:内藤　光博
②平成23 (2011)年1月25日(火) 17:00-18:15　神田校舎1号館8A会議室
テーマ:研究生活を振り返って
報告者:新山　雄三
司会者:白藤　博行
C　刊行活動
(1)法学研究所紀要
紀要第36号『刑法の諸問題ⅤⅢ』平成23 (2011)年2月25日(木) 600部発行
所収論致
朝倉　京- ｢状況証拠とその基本問題について｣
森　　武夫｢情状鑑定について｣ -実務経験から一
森住　借入｢放火罪の実行の着手について｣
庭山　英雄｢研究ノート･狭山事件の再審を求めて｣
岡田　好史｢判例研究･第三者に預金通帳を譲渡､売却する意図を秘した自己名
義の銀行口座開設と一項詐欺罪｣
日高　義博･稲垣　悠一･張　光雲(共訳):｢翻訳･クヌト･アメルンク｢自然
法主義的法思想から実証主義的法思想への転換としてのビルンバウム
の刑法的『財』保護理論｣｣
(2)法学研究所所報
①所報第41号　平成22 (2010)年10月20日(金) 600部発行
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所収論致
石川　一雄｢カナディアン･シク･ディアスポラ｣-2010年1月～6月の風
且
方ミー
池田　美智代｢書評:藤本一美編『日本の政治課題2000-2010』｣
高橋　晴徳｢〔翻訳〕 Ch.プティ-デュタイイ『フランス中世都市における誓約
団体(コミューン) 』 (ⅠⅠⅠ)｣
②所報第42号　平成23 (2011)年3月10日(木) 600部発行
所収論致
梅本　吉彦｢研究生活を回顧して一人との群にささえられて-｣
木幡　文徳｢家族法改正の課題(2)｣一選択的夫婦別氏議論一
榎　　　透｢研究成果とその評価広瀬裕子著『イギリスの性教育政策史　自由化
の影と国家｢介入｣』
D　その他
①2010年2月25日に発行した『法学研究所紀要35号』の個別タイトルに誤りがあっ
たため､訂正シールを作成して配布した｡
(参従来からの｢法律判例文献情報｣を継続購入したほか､ DVD等を購入した｡
2　所員･客員所員名簿(平成23年6月30日現在)
【所員】
青竹正一､東裕美､家永登､石川一雄､石村修､伊藤武､伊藤雄司､岩井宜子､上原正博､
榎透､大井万紀人､大揮逸平､大槻文俊､岡田憲治､岡田好史､小沼墜司､小野新､小野
寺忍､神長百合子､久保次三､小出鐸一､小島晴洋､木幡文徳､小林弘和､小宮文人､坂
本武憲､佐々木和夫､佐藤恭三､佐野祐志､柴田隆､庄菊博､白藤博行､須加憲子､菅原
光､椙柑寛道､杉本肇美､鈴木秀光､高木促､高橋勇夫､高橋清徳､滝沢誠､田口文夫､
武知政芳､田代亜紀､田連宏康､田村理､出口正義､寺島秀明､時任真一郎､内藤光博､
中川敏宏､中西優美子､西元宏治､根岸徹郎､野村秀敏､長谷川宏､晴山-穂､日高義博､
平田和一､広瀬崇子､広瀬裕子､広渡清吾､探揮民司､福永礼治､藤田由紀子､藤本一美､
古川純､前川亨､前鴫孝､増田英敏､桧岡啓祐､水崎高浩､富岡孝之､宮前和代､森川幸
一､森住信人､森田司郎､矢揮舜治､山田創-､吉田清司､吉田治弘､良永和隆
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【客員所員】
朝倉京一､有田謙司､安藤良子､池田文雄､泉久雄､梅本吉彦､発揮幸二､大谷正､大野
平吉､岡部達味､長田洋和､小田中聴樹､寛泰生､加藤勝郎､加藤忠彦､鎌田浩､川島い
づみ､川地宏行､毛塚勝利､小林俊明､小林直樹､斎藤博､坂爪一幸､佐々木金三､佐藤
茂利､佐藤正滋､椎名規子､柴田敏夫､品川孝次､隅野陰徳､瀬下博之､高津置也､高木
康一､高橋息次郎､田高寛貴､谷口安平､土居輝生､徳本棟､仲井斌､中田保､中畑繁､
新山雄三､西川利行､廃山英雄､野村浩一､林茂､原田尚彦､鹿瀬正､福島新書､藤本克
己､前田政宏､丸山絵美子､宮坂宏､村松助､森田悦史､森武夫､矢吹芳洋､山本慧一､
山本和昭､吉相典久､渡辺章､渡遵一弘
(平成23年6月～平成25年6月期)
【所長】白藤博行
【運営委員】伊藤雄司､岡田好文､小島晴洋､滝沢誠､内藤光博､中川敏宏､広瀬崇子
【事務局長】内藤光博
【事務局員】伊藤雄司
(伊藤雄司　記)
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